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[bookmark: _Hlk112662118]第79回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）

1．日時	：2022年　9月21日（水）13:00～15:00
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者：委員9名、欠席者3名、オブザーバー4名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、鈴木幹事（日立）、中曽根（東京理科大）、中村(IHI検査計測)、一ノ瀬（昭和電工マテリアルズ・テクノサービス）、戸張(QST)、澁鍬（IHI）、稲垣(東芝ESS) 
欠席者：中田（金沢工大）、山田（金属技研）、折田(三菱重工)
オブザーバー：宇藤(QST)、黒木(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)
（以上敬称略）

4.配布資料
資料79-1	第79回核融合専門委員会議事次第（案）
資料79-2	第79回核融合専門委員会配布資料リスト
資料79-3	第78回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料79-4	第102回発電用設備規格委員会　議事録（案）
資料79-4-1	材料関連規格のレビューの進め方
資料79-4-2	材料専門委員会でのNBI絶縁円筒構造規格に関する議論内容
資料79-5	核融合専門委員会委書面投票No.47 NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格及び解説文の承認 投票結果について
資料79-5-1	【投票対象1】NBI絶縁円筒規格_FN-1000～FN-6000
資料79-5-2	【投票対象2】NBI絶縁円筒規格 技術背景
資料79-5-3	核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（中曽根委員）
資料79-5-3a	座屈の式(FN-3222)に使用する弾性率ETとポアソン比νTの圧縮方向から引張方向への変更に伴う規格の修正箇所
資料79-5-4	核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（中平委員）
資料79-5-5	核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（戸張委員）
資料79-5-6	NBI絶縁円筒規格_FN-1000～FN-6000修正案（見え消し）
資料79-5-7	NBI絶縁円筒規格 技術背景修正案（見え消し）
資料79-6-1	APPENDIX 4B 改定部の修正について
資料79-6-2	APPENDIX 4B 改定部修正案（見え消し）
資料79-6-2a	APPENDIX 4B 改定部修正案（見え消し）会議時修正版
資料79-7	核融合専門委員会委員について
資料79-8	核融合専門委員会委員名簿



5. 議事
(1) 開会
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認【資料79-1、79-2】
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。

(3) 前回議事録案の承認【資料79-3】
第78回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。特段のコメントは無く、本議事録案は承認された。

(4) 報告事項
(4-1) 第102回発電用設備規格委員会報告【資料79-4】
戸張委員より2022年6月22日(水)に開催された第102回規格委員会で、第78回核融合専門委員会に関する活動を紹介し、特段のコメントや宿題事項はなかったとの報告があった。

(4-2) 材料関連規格レビューの進め方【資料79-4-1】
戸張委員より8月22日に開催された第92回規格委員会幹事会において、核融合専門委員会から材料専門委員会への意見伺いとして、協議内容を明確にしてから進める方針となったことの報告があった。また、材料専門委員会における議論内容の概要報告があった。

(4-3) 材料専門委員会でのNBI絶縁円筒構造規格に関する議論内容【資料79-4-2】
渋鍬委員より9月16日(金)に開催された材料専門委員会において、「意見伺いの書面投票」とすること、正式に受託審議する必要があることから、メール審議を行うことになったとの報告があった。
資料中記載の｢可決を必須としない事案｣の意味について質問があり、書面投票のシステムを使用して集約した各委員の意見を3役で整理し、核融合専門委員会に提示するものであり、強制力は無いと言う意味との回答があった。提示された意見の規格への反映は、核融合専門委員会において検討し、場合によっては委員会同士のやりとりを行う必要があるとのコメントがあった。。

(5） 審議事項
（5-1） 委員の新任・再任・退任
(1) 核融合専門委員会委員の再任【資料79-7】
· 渋鍬委員、中曽根委員、鈴木委員の再任を推薦することが承認された。
(2) 核融合専門委員会幹事の指名
· 橋爪委員長が幹事に戸張委員を指名した。

[bookmark: _Hlk119941704](5-2) 核融合専門委員会委書面投票No.47 NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格及び解説文の承認 投票結果について【資料79-5】
戸張委員より、本投票は成立したが、意見付き反対票があるため可決とせず、意見対応を行うことの報告があった。引続き意見対応の状況について報告することとなった。

(5-2-1) 核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（中曽根委員）【資料79-5-3】
石川氏より、中曽根委員のご意見への対応について、まだご了解いただいていない項目とその回答の説明がなされた。本内容は、まだ中曽根委員に送付していないので、席上ご確認頂いた。主な協議事項は以下のとおり。
· 中曽根委員より、式(FN-3222)で使用するパラメータを圧縮試験ではなく、引張試験で取得する方針に変更したことについてご了解頂いた。他の項目全てについてもご了解を頂いた。（後日、中曽根委員より、”ポアソン比の測定方法”、”ヤング率、ポアソン比に軸方向と周方向に大きな差が無い、引張と圧縮に大きな差が無いと記載したこと”、”式(FN-3221-1)へのポアソン効果の反映のさせ方”、”非線形方程式の解法” について再度見直しが必要とのご意見があった。）

(5-2-2) 核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（中平委員）【資料79-5-4】
石川氏より、中平委員のご意見への対応について説明がなされ、全ての項目でご了解を頂いたことの報告があった。

(5-2-3) 核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答（戸張委員）【資料79-5-5】
石川氏より、戸張委員のご意見への対応について説明がなされ、全ての項目でご了解を頂いたことの報告があった。

(5-2-4) 技術的な変更を伴う修正に関する再投票の審議【資料79-5-3a】
石川氏より、中曽根委員のご意見への対応に伴い、座屈の式(FN-3222)に使用する弾性率とポアソン比を圧縮試験によるものから引張試験によるものへ変更するための規格の修正箇所の説明がなされた。
規格条文の技術的な変更を伴う修正であることから、審議の結果、再投票を実施することとなった。

(5-2-5) 規格条文案、技術背景の修正後の見え消し版 【資料79-5-6、79-5-7】
石川氏より、核融合専門委員会投票No47に対するご意見への回答でご了解いただいた項目を反映した規格条文案、技術背景の見え消し版の説明がなされた。会議の場でご了解いただいた項目は、別途反映し、再投票に諮ることとした。

（5-3） APPENDIX 4B改定部の修正について【資料79-6-1、79-6-2、79-6-2a】
宇藤氏より、APPENDIX 4B改定部の修正について、これまでの経緯と修正内容について説明があり、修正内容とこれらの修正が編集上の修正として妥当であるか否かについて審議された。
本審議での意見を踏まえて追加修正された最終版を委員に送付することを前提に、今回の修正が編集上の修正とすることで可決された。

(6)　その他
次回の第80回核融合専門委員会は、2022年12月7日(水)、8日(木)[ただし16:20まで]の何れかにWeb会議で実施することとなった。

以上
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